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教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ、

今
後、

社
会
教
育
法
等
の
関
連
法
改
正
案
が

ど
の
よ
う
な
形
で
提
出
さ
れ
て
く
る
の

か
注
目
さ
れ
ま
す。

そ
う
し
た
中、

法

改
正
間
近
の
昨
年
十一
月
十
七
日、

東

京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場
に、

第
二
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協

議
会
理
事
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ、

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
政
策
課

高
橋
平
治
地
域
づ
く
り
支
援
室
長
か
ら、

私
見
(
と
前
置
き
し
な
が
ら
の
意
見)

を
交
え
な
が
ら、

次
の
よ
う
な、

時
に

興
味
深
く、

時
に
挑
発
的
な
講
話
「
人

と
人
と
を
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り」

を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で、

そ
の
概

要
を
報
告
い
た
し
ま
す。

*

*

*

 

社
会
教
育
は、

戦
前
の
体
制
の
見
直

公民館かながわ

し
の
あ
と、

青
空
公
民
館、

自
治
公
民

館
等
を
活
動
の
場
と
し
て、

青
年
学
級

振
興
法
等
を
も
と
に
様
々
な
活
動
が
実

施
さ
れ
て
き
た。

そ
の
後、

時
代
の
変
遷
に
伴
い、

見

直
し
が
何
度
か
行
わ
れ、

昭
和
四
十
年

に
は
生
涯
教
育
と
い
う
こ
と
ば
で、

社

会
に
出
て
か
ら
も、

自
ら
を
磨
か
な
い

と
い
け
な
い
と
さ
れ、

さ
ら
に、

学
習

者
に
視
点
が
移
さ
れ、

生
涯
教
育
が
生

涯
学
習
に
変
わ
る
と
と
も
に、

生
涯
学

習
は、

社
会
教
育
と
学
校
教
育
を
含
ん

だ
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た。

し
か
し、

そ
こ
で
は、

生
涯
学
習

と
社
会
教
育
と
の
混
同
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る。

社
会
教
育
が
明
確
で
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
い
ま、

公
民
館
や
図

書
館
等、

社
会
教
育
施
設
の
役
割
等
の

具
体
的
な
姿
を
通
し
て
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う。

現
在、

来
年
度
の

予
算
に
つ
い
て
詰
め
が
行
わ
れ
て
い
る

が、

社
会
的
財
を
ど
う
配
分
し
て
い
く

か、

そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と、

文
部
科
学
省
で
は、

役
に
立
つ
社

会
教
育
と
い
う
提
言
を
し
て
き
で
い
る

が、

こ
れ
は
現
実
的
な
課
題
で
あ
る。

い
じ
め
の
問
題
に
し
て
も、

あ
る
調

査
で
は、

例
え
ば
四
十
人
の
集
団
で、

目
の
届
く
範
囲
と
い
う
の
は、

上
か
ら

五
人、

下
か
ら
五
人
だ
そ
う
だ。

と
す

れ
ば、

教
職
員
の
目
だ
け
で
は
足
り
な

い
の
は
当
然
で、

学
校
に
全
て
を
任
せ

〉

る
こ
と
で
は
足
り
な
い。

本
能
は
生
き
よ
う
と
し、

理
性
は
自

己
改
善
し
よ
う
と
す
る
の
だ
そ
う
だ
が、

そ
れ
ま
で
本
能
の
方
が
強
か
っ
た
と
こ

ろ
が、

十
歳
以
降
に
な
る
と
バ
ラ
ン
ス

が
逆
転
し、

理
性
の
方
が
大
き
く
な
り、

自
殺
も
含
め
て
危
険
な
状
況
に
な
る。

一

人
の
場
合、

自
ら
が
王
で
あ

り、

二
人
に
な
る
と
対
立
が
生
じ、

三

人
以
上
で
は
交
流
が
始
ま
り、

多

数
決
が
必
要
に
な
る。

家
族
の
人
数

も、

か
つ
て
四
・
六
人
だ
っ
た
も
の

が、

二
・
七
人
に
な
っ
て
い
る。

家

族
の
人
数
の
減
少
と
と
も
に、

家
族
の

中
で
の
摩
擦
や
交
流
が
行
わ
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る。

そ
う
し
た
こ
と
も
い
じ

め
に
よ
る
自
殺
に
関
係
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い。

地
域
の
教
育
力
に
つ
い
て、

五
五
・

六
%
の
人
が
「
低
下」

し
て
い
る
と
回

答
し
て
い
る。
こ
れ
は
「
他
人
等
と
の

交
流
に
抵
抗
が
あ
る」
「
親
交
を
深
め

る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
」
「
居
住
地
に
愛

着
が
な
い」
と
い
っ
た
個
人
主
義
の
浸

透
に
よ
る
の
で
は
な
い
か。

個
人
主
義

が
浸
透
す
る
以
前
は、

窮
屈
な
環
境
で

は
あ
っ
た
の
だ
が。

私
の
居
住
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で、

安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た。

し
か
し、

隣
に
居
住
す
る
人

が
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
も
効
果
が
な
い、
つ

ま
り
誰
が
不
審
者
な
の
か
わ
か
ら
な
い

の
だ。

そ
こ
で、

年
に
数
回
作
業
日
を

設
け、

交
流
を
図
ろ
う
と
し
た
が、

お

互
い
詮
索
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と

で
実
現
し
な
か
っ
た。
つ
ま
り、

窮
屈

な
昔
に
戻
り
た
く
な
い
と
い
う
わ
け
だ。

こ
う
し
た
意
識
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う。

教
育
基
本
法
の
改
正
に
伴
い、

家
庭

教
育
に
つ
い
て
の
定
義
が
明
確
に
な
り、

生
涯
学
習
に
つ
い
て
も
「
成
果
を
評
価

す
る」

か
ら
「
成
果
が
生
か
さ
れ
る
環

境
づ
く
り」

が
求
め
ら
れ
て
く
る。

今

後、

教
育
基
本
法
の
改
正
を
も
と
に、

社
会
教
育
法
や
生
涯
学
習
振
興
法
の
整

備
が
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う。

市
町
村
の

合
併
等
の
関
係
で
社
会
教
育
主
事
の
数

が
減
少
し
て
い
る
が、

公
民
館、
王
事
も

含
め、

そ
の
専
門
性
や
役
割
に
つ
い
て

改
め
て
明
確
に
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る。「
自
分
が
住
ん
で
い
る
町
が
い
い
町

だ」
と
思
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
事
業

を
推
進
し
て
い
っ
て
ほ
し
い。

講
話
の
あ
と、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
が、

時
間
の
関
係
も
あ
り、

問

題
提
起
と
い
う
形
で
研
修
は
終
了
し
ま

し
た。

(
神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協
議
会

事
務
局
長

中
山

耕
造)



中
学
生
に
よ
る
模
擬
裁
判
(
裁
判
員
制

度
を
考
え
る)
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民
館
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公民館かながわ

「
学
校
と
連
携」

当
館
は、
「
地
域
団
体
や
学
校
等
と

の
連
携」

を
基
本
方
針
と
し
て
事
業
の

実
施
に
努
め
て
い
ま
す
が、

今
年
度
そ

の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
優
良
公
民
館
表

彰
(
文
部
科
学
省)

を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た。

そ
の
活
動
の
一
つ
(
中

学
生
に
よ
る
模
擬
裁
判)

を
ご
紹
介
し

ま
す。平

成
二
十一
年
五
月
ま
で
に
裁
判
員

制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が、

中
学
生
の
み
な
ら
ず一

般
市
民
へ
の
啓
発
と、

ま
た、

生
徒
に

は
法
的、

論
理
的
な
考
え
方
も
身
に
付

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し、

公
民

館
講
座
と
中
学
校
の
総
合
学
習
と
し
て

実
施
し
ま
し
た。

受
講
者
の
募
集
は、
一
般
と
中
学
生

に
分
け、

中
学
生
に
は
チ
ラ
シ
を
つ
く

り、

配
布
と
呼
び
か
け、

取
り
ま
と
め

を
学
校
に
依
頼
す
る
と
い
う
二
段
構
え

で
行
い
ま
し
た。

中
学
生
は
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

( 3 ) 

十
五
名、

そ
れ
に一
般
の
参
加
者
を
加

え、

十
九
名
(一
般
市
民
と
中
学
生
が

一
緒
に
講
座
を
受
け
る
と
い
う
の
は
初

め
て
の
経
験)
で
講
座
を
は
じ
め
ま
し
た。

a'
t
 

a司
会

鋳

「
刑
事
裁
判
を
傍
聴」

講
師
は
東
海
大
学
の
法
学
部
教
授
に

お
願
い
し、

講
座
は
八
月
か
ら
四
回
に

わ
け、

九
月
以
降
は
土
曜
日
や
授
業
の

終
わ
っ
た
あ
と、

担
当
の
社
会
科
の
先

生
も一
緒
に、

現
在
の
刑
事
裁
判
制
度

や
犯
罪
の
状
況、

裁
判
員
制
度
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た。

ま
た、

現
状
の

裁
判
制
度
の
理
解
と
興
味
を
深
め
る
た

め、

夏
休
み
を
利
用
し
て
東
京
地
方
裁

判
所
で
刑
事
裁
判
を
傍
聴
し
ま
し
た。

「
大
学
生
も
協
力」

講
座
の
最
後
に
総
ま
と
め
と
し
て
中

学
生
に
よ
り
模
擬
裁
判
を
行
う
予
定
で

い
た
と
こ
ろ、

東
海
大
学
の
法
学
部
学

生
が
そ
の
話
を
聞
い
て
是
非
中
学
生
の

手
伝
い
を
し
た
い、

緒
に
模
擬
裁
判

を
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た。模
擬
裁
判
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
シ

ナ
リ
オ
つ
く
り
は
大
学
生
が
行
い、

模

擬
裁
判
の
二
週
間
位
前
か
ら
は
連
日
大

学
生
と
生
徒
に
よ
る
練
習
が
続
き
ま
し

た。

裁判の様子

裁判の様子

「
刑
事
事
件
を
題
材
に」

模
擬
裁
判
は、

総
合
学
習
発
表
の
場

を
利
用
し、

付
き
ま
と
わ
れ
た
女
性
が

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
男
性
の
腹
を
刺
し

た
た
め、

男
性
が
死
亡
す
る
と
い
う
傷

害
致
死
事
件
を
題
材
に
し、

事
件
の
発

生
か
ら、

裁
判
員
の
呼
び
出
し
・
選
任、

公
判
の
手
続
き、

評
議・
判
決
な
ど
一

連
の
流
れ
を、

生
徒
ら
(一
部
不
足
す

る
役
を
大
学
生
と
中
学
の
先
生
が
受
け

持
ち
ま
し
た)

が
検
事
や
弁
護
士、

裁

判
官、

裁
判
員、

原
告、

被
告
な
ど
に

分
か
れ、

演
じ
ま
し
た。

評議の様子

「
地
域
で
話
題
に」

模
擬
裁
判
は、
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ、

地
域
で
も
裁
判
員
制
度
に

つ
い
て
の
話
題
が
広
が
る
な
ど、

関
心

が
高
ま
り
ま
し
た。

今
後
も
学
校、

そ

し
て
P
T
A
と
も
連
携
す
る
な
ど
し
て、

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す。

時袖糊叫~

大学生も一緒に全員で挨拶
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平
塚
市
は、

市
民
の
身
近
な
交
流
の

場
と
し
て
ひ
と
つ
の
小
学
校
区
に
ひ
と

つ
の
公
民
館
を
設
置
し
て
い
ま
す。

現

在
は、

中
央
公
民
館
を
含
め
二
十
六
館

の
公
民
館
が
あ
り
ま
す。

さ
て、

金
目
公
民
館
は、

市
の
北
西

部
に
あ
り、

周
辺
に
は、

金
目
幼
稚
園、

金
目
小
学
校、

み
ず
ほ
小
学
校、

金
目

中
学
校
そ
し
て
東
海
大
学
と、

教
育
環

境
に
恵
ま
れ
た
地
域
に
あ
り
ま
す。

「
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て」

ー
平
塚
市
立
金
目
公
民
館

j

公民館かながわ

こ
の
地
域
は、

明
治
十
年
代
の
相

模
民
権
運
動
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら、

昔
か
ら
教
育
に
熱

心
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
ま
す。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
教
育
に
つ
い
て

関
心
が
高
く、

青
少
年
の
健
全
育
成
は

も
と
よ
り
高
齢
者
の
方
ま
で
が
地
域
づ

く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
お
り、

公

民
館
活
動
も
非
常
に
活
発
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
す。

今
回
の
優
良
公
民
館
表
彰

の
受
賞
も、

こ
の
よ
う
な
日
頃
の
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と、

地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
喜
ん
で
お
り
ま
す。

今
回
表
彰
の
対
象
に
な
っ
た
特
色
あ

る
事
業
(
活
動)

に
つ
い
て
紹
介
を
い

た
し
ま
す。

一
つ
は、
「
ふ
れ
あ
い
通
学
合
宿」

事
業
で
す。
こ
の
事
業
は、

金
目
中
学

校
区
地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
が、
地
域、
家
庭、
学
校
と
連
携
を
と

り、

生
徒
を
金
目
公
民
館
に
宿
泊
(
二

泊
三
日)
さ
せ、
こ
こ
か
ら
通
学
し
様
々

な
生
活
体
験、

社
会
体
験、

自
然
体
験

等
を
通
じ
て、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す。

特
色
の
あ
る
行
事
は
「
も
ら
い
湯」
で、

)) 日 時間 プ ロ グ ラ ム f岳 íTr 

12.30 受付 ロピー

13 .00 人館式

13.15 オリエンテーション 体育館

13: 30 みんな友達(ゲームやスポーツ)

おやつタイム

15: 30 地域のすT必 図r.:宅

(;1j 1 11 fl) 16: 15 ロいmし
館外 凋理t宇

夕食準備

1l1) 5 H (日) ドj 一七i1î動
19・00 夕食 �ぷ 図"�r-5主
19: 40 夕食片付け 調理tdt

もらし勺品 もらい泌の家庭

20 : 00 もらし吋島 もらい泌の家庭

21.15 l日の反省(円記) 1 ・ 21清朝l't

21: 30 Î'x山i内n 1 . 2階朝日宝

6.00 起床

6 :30 朝食準備 凋珂t';長
館内外I丹羽 館内 館外

7 : 00 朝食 同-lf宝
7 :30 朝食片付け 図書家ー調剤本

7 :45 {f.Ij立準備 1 ・ 2附布l宅

8 :00 11校

(第21111 ) 
学校

ト校時刻) (金目小14:50、 みずほ小14:45)

11)) 6 11 ())) 15 : 00 1'1 由学'í"1 l叫占笠 その他

おやつタイム

16: 15 nい出し
館外 調理主

夕食準備

n U，ri!!ìJJ 
19: 00 夕食・惣"主 l刈Jftif

19: 40 夕食)H・fけ 調l'l\�
もらいj品 もらいi告の家庭

20.00 もらい湯 もらい渇の家庭

21 :15 1 I1の以約( lJ.ic) 1 . 2階平日�I

21: 30 就寝 m灯 1 ・ 2階和常

6 00 起床

6: 30 朝食準備 調珂

館内外UHrl:. 館内 館外

7: 00 朝食 1'^!2r宅
(第31111) 7.30 1m食片付け 閃己f;主調苅!';ギ

7: 45 fF校i\�1ÍHI 1 . 21清和主

11)) 7 11 (火) 8 :00 〈E校
l"f:校

ド校時主1) (金日小15:30、 みずほ小15:30)

15:45 自由'7:習 図在主主-その他

17: 30 食事・片付け 調理室・図Jr-室

18:45 Jitlりの故例 図�I}を
19: 00 解散 図;.I}ネ:



た
さ
な
ど
を
感
じ
と
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か。

入
館
式
で
は、

心
配
そ

う
だ
つ
た
顔
の
子
ど
も
達
が、

退
館
時

に
は
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
に

元
気
良
く
お
札
を
言
っ
て
帰
る
そ
の
姿

に
は
感
動
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す。

公民館かながわ

\ 、， “~ 
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次
に
ス
イ
l
ト
・
ハ
!
ト
・
ス
ク
ー

ル
(
金
目
家
庭
教
育
学
級)

で
す
が、

い
ま
社
会
教
育
事
業
の
中
で
も
一
番
重

要
視
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら、

公
民
館
で
は
特
に
力
を
入
れ
て
お

り、

毎
年
四
十
五
人
を
超
え
る
学
級
生

が
参
加
を
し
て
い
ま
す。

学
級
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は、

企
画
か
ら
運
営
ま
で

学
級
生
自
ら
が
行
っ
て
い
ま
す。

さ
ら

に、

修
了
後
に
は
班
毎
に
評
価
・
反
省

を
ま
と
め
た

記
録
を
報
告

書
冊
子
と
し

て
作
成
し
て

い
ま
す。

公

民
館
と
し
て

は、

二
小
学

校
区
の
児
童

が
同
じ
中
学

校
に
通
う
こ

l
-
B

と
を
考
え
て、

保
護
者
の
交
流
や
グ

ル
ー
プ
ワ
l
ク
に
も
重
点
を
置
い
た
学

習
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す。

最
後
に、

金
目
歴
史
再
発
見
事
業

活
動
委
員
会
と
共
催
実
施
を
し
て
い
る

「
か
な
め
再
発
見
・
学
習
発
表
会」
を

紹
介
し
ま
す。

こ
の
事
業
は、

金
目
小・
み
ず
ほ
小

の
六
年
生
が
地
域
の
歴
史
を
再
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
に、

教
科
書
や
総
合
学

習
な
ど
で
学
ん
だ
地
域
の
自
然
や
歴
史

的
な
事
柄
に
視
点
を
あ
て、

成
果
を
発

表
し
あ
い、

交
流
す
る
も
の
で
す。

公

民
館
で
行
う
発
表
会
の
日
に
は、

六
年

生
の
保
護
者
は
も
と
よ
り、

次
年
度
の

参
考
に
と
五
年
生
の
生
徒
・
保
護
者
の

方
も
多
数
参
観
に
来
ら
れ、

歴
史
・
文

化
を
堂
々
と
発
表
す
る
生
徒
を
見
て、

感
激
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
す。
こ
の
よ

う
に、

地
域
の
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
育
っ
て
い
く
生
徒
を
見
て、

金

目
地
域
の
地
域
力
が
市
内
か
ら
注
目
を

d議

表

紙

解

説

《ニュ
lスポーツとしての

『マレットゴルフ』》
藤野町

藤
野
町
で
は、

平
成
十
五
年
に
県
内

で
は
初
め
て
の
施
設
と
し
て
「
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た。

町
内
は
も
と
よ
り、

町
外・
県
外
か
ら

も
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た、
だ
い
て

い
ま
す。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は、

ゴ
ル
フ
に

ゲ
l
ト
ボ
!
ル
を
加
え、
二
で
割
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
良

い
か
と
思
い
ま
す。

現
在
は
三
コ
l
ス
二
十
七
ホ
l
ル

で、
一
ホ
l
ル
三
O
m
か
ら
八
O
m、

さ
れ
て
い
ま
す。

今
回
の
受
賞
を
機
に、

さ
ら
に
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る

よ
う、

わ川心，
言
衿い民
救

公
民
館

文8

3
ぇ

9-2~4rh炉

も
積
極

iJ
Z

的
に
取

り
組
ん

で
い
き

た
い
と

考
え
て

お
り
ま

す。

パ
ー
は一一一
j
五
で、

ゲ
ー
ト
ボ
!
ル
ほ

ど
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
l
ル
と
で
各

ホ
l
ル
に
向
け
て
打
ち
進
み
ま
す。

ル
ー
ル
は
ゴ
ル
フ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が、

O
B
の
場
合
は、

元
の
位
置
に
戻

り
打
ち
直
し
ま
す。

ま
た、
ス
コ
ア
も

パ
!
の
二
倍
が
限
度
と
な
っ
て
い
ま
す。

使
用
料
は、
コ
i
ス
が
一
日
三
0
0

円
(
合
併
後
の
市
内
在
住
者
は
一
0
0

円)、

用
具
が
二
O
O
円
と
安
く
設
定

し
て
あ
り、

誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

ま
す。ま

た、

相
模
湖
が
一
望
で
き
る
場
所

に
位
置
し、

四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し

む
こ
と
も
出
来
ま
す。

幅
広
い
年
齢
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り、

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
お
勧
め
で
す。

藤
野
町
も
三
月
十一
日
に
は
相
模
原

市
と
合
併
と
な
り
ま
す
が、

愛
好
者
の

増
加
も
予
想
さ
れ、

施
設
の
充
実
が
望

ま
れ
ま
す。

申
し
込
み
は、

藤
野
町
教
育
課
(
旧

藤
野
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課)

に

直
接
お
電
話
く
だ
さ
い。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら、

是
非
藤
野

町
ま
で
足
を
伸
ば
し、
一
度
プ
レ
イ
し

て
み
て
く
だ
さ
い。

※
藤
野
町
の
紹
介
と
し
て、

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た。

合
併
前
に
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墾)

公民館かながわ

の自慢(わが

公民館は拠点だあー!!

~地織コミュニティは人間関係のつながりから~

厚木市立睦合商公民館

①
む
つ
あ
い
み
な
み
地
区
っ
て
?

睦
合
南
地
区
は
厚
木
市
の
ほ
ぼ
中
心

で、

住
宅、

農
地、

事
業
所
が
混
在
し

て
い
る
地
域
で
す。

中
心
市
街
地
か
ら

三
回
か
ら
五
回
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
交
通
の
便
も
よ
く、

人
口
が
多
い

地
域
で
す。

公民館の外観

②
自
慢
事
業
?

「
自
慢
事
業」

を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
が、

単
独
事
業
で
は
県
内
に

広
く
お
知
ら
せ
す
る
ほ
ど
の
自
慢
事
業

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

し
か

し、

事
業
や
そ
の
担
い
手
の
連
携
に
特

色
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
に

至
り
ま
し
た。

③
連
携
こ
そ
要
な
れ

公
民
館
活
動
と
地
域
活
動
の
連
携
は

大
変
重
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す。

生

涯
学
習
の
側
面
と
し
て
の
公
民
館
活
動、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向
上
の
た

め
の
地
域
活
動、
二
つ
の
活
動
は
双
方

う
ま
く
か
み
合
っ
て
こ
そ、

安
心
で
安

全
な、

そ
し
て
内
面
の
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
に
な
っ
て

い
く
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す。

④
青
少
年
と
高
齢
者
(
大
人)

そ
の
一
例
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す。

青

少
年
と
高
齢
者
は、

地
域
と
し
て
も

公
民
館
と
し
て
も
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
べ
き
か。

そ
の
模
索
が
続
い
て

い
ま
す。
こ
こ
で
核
に
な
っ
た
組
織
が

「
睦
合
南
地
区
青
少
年
健
全
育
成
会」

と
「
睦
合
南
地
区
地
域
福
祉
推
進
委
員

会」
で
し
た。

双
方
の
組
織
が
公
民
館

と
い
う
拠
点
で
事
業
を
共
有
し
ま
し
た。

⑤結果はオlライ1

地
域
の
大
人(
二
つ
の
委
員
会
委
員)

が、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
二
つ
の
目
的
を
果
た
す
た

め、

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た。

対
象
者
は、

親
子
・
小
学
生
j
高
校

生
・
高
齢
者・
そ
の
他
参
加
を
希
望
す

る
方
で
す。

同
じ
地
域
に
住
ん
で
は
い

る
も
の
の
初
対
面
の
人
と
班
を
編
成
し

て、

ウ
ォ
l
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し

た。

異
年
齢
交
流
を
目
論
ん
で
い
ま
し

た
が、

そ
の
欲
し
い
結
果
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す。

ま
た、

高
校
生
や
中
学
生
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し、

獅
子
奮
迅
の
大
活

躍。
こ
れ
も、

多
く
の
皆
さ
ま
の
知
恵

の
結
晶
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す。

⑥
つ
な
が
り
(
繋
が
り)

と
つ
ら

な
り

(
連
な
り)

公
民
館
は
生
涯
学
習
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
で
す。

拠
点
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は、

来
館
を
待
つ
と
い
う
こ

と
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん。

公
民
館
も
努
め
て
地
域
に
飛

び
込
ん
で
い
く
こ
と
も
必
要
で
す。

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か、

何
を

お
示
し
す
る
べ
き
か
を
考
え
つ
つ、

こ

れ
か
ら
も、

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
?
な

が
り
と
つ
ら
な
り
を
求
め
て
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す。

(
陸
合
南
公
民
館
職
員一
同)

立
デイキャンプ受付の様子



『
藤
沢
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル』

公民館かながわ

私た
ち
「
藤
沢ゴ
スペ
ル
サ
ー
クル

(
代
表
川
口
浩
二」
の
ス
タ
ー
ト

は 、
平
成
十
三
年に
市
内
に
ある
労
働

会
館で
開
催
さ
れ
たゴ
スペ
ル
講
座で

す 。
こ
の
講
座
は
横
浜
在
住の
ジ
ャ
ズ

ボ
l

カ
リス
ト

河
原
厚
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え 、
全
四
回で
四
曲を

{

-
マ
ス
タ
ー

す
る
と
い
う
強

一
bE一
行
軍で
し
た
が 、
講
座
修
了

一
44一

後
も
続
けた
い
と
い
う
有

一
緒一

志で
作っ
た
の
が
「藤
沢ゴ

一
'一
スペ
ル
サ
ー
クル」
で
す 。

一
劃釦一

そ
の
後
活
動
場
所
を
現

一
ip一
在
の
藤
沢
公
民
館
分
館
の

一
4一

済
美
館
に
変
え 、
現
在
に

一
一
一
至っ
てい
ま
す 。
メ
ン
バ
ー

一-F一
構
成
は
二
O
代
の
女
性か

一
帯

」
ら
定
年
後
の
お
じ
さ
ま
ま

{

」
で二
十
名
ほ
ど 。
職
業も
さ

ま
ざ
ま 、
楽
譜
も
読め
た
り

読め
な
かっ
た
り 、
英
語に
カ
タ
カ
ナ

を
ふっ
た
りで
す
が 、
皆
歌
うこ
と
が

大
好
き
な 、
年
齢
層の
幅
広い
サ
ー
ク

ル
で
す 。

活
動は
月二
回 、
原
則
第二
第四
木

曜
日の
午
後
七
時
か
ら
九
時
で
す
が 、

厚
子
さ
ん
(
我
が
サ
ー
クル
で
は
講
師

を
含め
て
メ
ン
バ
ー

を
百
字で
呼ば
ず

名
前
や
愛
称
で
呼
び
ま
す 。)
の
ラ
イ
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磁
沢
市
立
蔵
沢
公
民
館

ブ
ス
ケ
ジュ
ー

ル
に
よっ
て
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す 。
ま
た
練
習の
成
果を

披
露
す
る
た
め 、
ラ
イ
ブハ
ウス
を
借

り
切っ
て
ミニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
やっ
た

り 、
昨
年は
老
人
ホ
lム

や
福
祉
施
設

へ
の
慰
問
に
も
行
き 、
た
く
さ
ん
の

方々
に
喜ん
で
も
らい
ま
し
た 。

練
習
す
る
曲
はゴ
スペ
ル
に
限
ら
ず 、

ア
カペ
ラ
の
ジ
ャ
ズ
か
ら 、
時
に
は
日

本
語の
歌
な
ど 、
メ
ン
バ
ー

各
自の
提

案
を
全
員に
諮っ
て
選ん
でい
ま
す 。

「
厚
子
さ
ん」
の
人
間と
し
て
の
魅

力と
指
導
力に
惹
か
れつ
つ 、
唄
うこ

と
が
大
好
き
で 、
目
立
ち
た
が
り

屋の

多い
楽
しい
仲
間で
す 。(

中
島
成
美)

霊
琴
会
「
つ
つ
じ」

霊
川
町
中
津
公
民
館
(
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ}

今
初
演
奏

胸
の
鼓
動
の
高
鳴
り
を

弦
に
託
し
た

あ
の
日
あ
の
時。

大
正
琴の
音
色
に
魅
了
さ
れ 、
活
動

を
始め
て
か
ら
七
年
目
に
な
り
ま
す 。

大
野
君
代
先生(
琴
心
流
本
部
講
師)

の
ご
指
導の
もと 、
月二
回 、
九
名の

仲
間た
ち
と
公
民
館で
活
動
し
てい
ま

す 。
五
O
代か
ら
七
O
代の
人
生
経
験

豊
か
な
方々
で
す 。
先生
の
円
満
な
お

人
柄と
指
導
力の
素
晴ら
し
き
が 、
私

た
ち
に
「
や
る
気」
を
与
え
て
下
さっ

てい
ま
す 。

全
国
に
六
十
数
余の
流
派
が
あ
る
中

で 、
僅
か
五
流
派の
み
が 、
文
部
科
学

省
認
可と
なっ
てい
る
中
の一
派で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持っ
てい
ま
す 。

琴の
練
習は
勿
論で
す
が 、
練習
後

の
ひ
と
と
き
がふ
れ
あい
の
場と
なっ

てい
る
の
も
楽
し
み
の一
つ
で
す 。
料

理 、
畑
仕
事 、
編み
物 、
孫の
話 、
こ

れ
か
ら
ど
う生
き
る
か
等・・・
話
題
にこ

と
欠
き
ま
せ
ん 。

毎
年五
月
に
実
施
さ
れ
る
定
期
演
奏

会
を
始め
と
し
て 、
町
内・
町
外の
施

設
訪
問 、
ふ
る
さ
と
まつ
り 、
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

等
に
参
加
し
てい
ま
す 。

今
年一
月の
施
設
訪
問の
折の
こ
と

で
す 。
ご
高
齢の
方
が
「
今
日の
演
奏

を
聴い
て 、
も
や
も
や
し
てい
た
気
持

ち
が
晴れ
ま
し
た 。
来て
良
かっ
た
で

す 。」
と
感
謝の
気
持
ち
を
述べ
ら
れ 、

私
た
ち
も
温
かい
気
持
ち
に
包
ま
れ 、

幸せ
な
ひ
と
と
き
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た 。

「
人
は
歳
を
重
ね
た
か
ら
老い
る
の

で
は
な
く 、
目
標を
失っ
た
時
に
老い

る」
の
思い
を
実
感
し
てい
ま
す 。

「
元
気
で
仲
良
く 、
楽
し
く 、

気

負わ
ずに」
を
合
言
葉
に 、
仲
間と
の

『
粋』
を
大
切に
し
て 、
歩ん
でい
き

たい
と
願っ
てい
ま
す 。(荻田

允
子)

..， 

"，. 
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藤
昌男
か
ら
の
E士三宮

言

山
北
町
立
中
央
公
民
館
長

'悟渡辺

公民館かながわ

「
よ
り
よ
い
運
営
を
目
指
し
て」

生
涯
学
習
の
拠
点
づ
く
り
の
場
と

し
て
造
ら
れ
た
山
北
町
立
中
央
公
民
館

(
図
書
室
併
設)

は、

平
成
五
年一
月

か
ら
運
営
を
始
め、

十
五
年
目
を
迎
え

ま
し
た。

し
か
し、

悠
長
に
か
ま
え
た

当
時
と
は
社
会
情
勢
も
変
わ
っ
て、

運

営
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す。

い
つ
も
ど
う
運
営
し
て
い
い
の
か、

ま

た
色
々
な
事
業
を
行
っ
た
時
な
ど
は、

参
加
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
の
か、

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
た
の

か
な
ど、

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
ば
か
り
で
あ
り
ま
す。

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は、

毎
年
二

月
に
公
民
館
利
用
団
体
が
行
う
公
民
館

ま
つ
り
が
あ
り
ま
す。

利
用
者
自
ら
が

考
え、

事
前
準
備
か
ら
運
営
ま
で
も
す

べ
て
を
行
う
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お
り、

中
で
も

芸
能
発
表
会
や
作
品
展
示
発
表
は
見
事

な
も
の
が
あ
り
ま
す。

ま
た、

公
民
館
が
独
自
に
行
う
も
の

と
し
て、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て

夏
休
み
期
間
中
に
行
う
サ
マ
l
ス
ク
ー

ル
(
七
教
室)

が
あ
り
ま
す。

申
し
込

み
と
同
時
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

い、

午
前
と
午
後
に
分
け
て
二
回
行
う

教
室
も
あ
る
ほ
ど
大
人
気
で
あ
り
ま
す。

し
か
し、

サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
で
行
っ

た
人
気
の
教
室
で
も、

他
の
時
期
に
親

子
を
対
象
と
し
て
募
集
を
す
る
と、

参

加
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す。

な

ぜ
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が、

ど
う

し
た
ら
今
後
は
親
子
が
参
加
し
や
す
い

教
室
を
行
え
る
の
か
な
ど、

事
業
を
行

う
た
め
の
悩
み
も
つ
き
ま
せ
ん。

最
近
で
は、

団
塊
世
代
・
少
子
高
齢

化
と
叫
ば
れ
て
い
る
中、

少
な
か
ら
ず

公
民
館
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
考
え
て
お
り
ま
す。

団
塊
世
代
の

方
々
が
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
子
ど
も
た
ち
に
指
導
が
で
き
な
い

の
か、

公
民
館
活
動
を
さ
ら
に
充
実
す

る
上
で
も
協
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す。

今
後
も、

楽
し
く
学
べ、

大
き
な
感

動
を
与
え
ら
れ
る
公
民
館
運
営
を
目
指

し
て、

職口回
二
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す。
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県

公

連

事

業

報

告

第
四
十
八
回
神
奈
川
県
公
民
館
大
会

平
成
十
九
年一
月
二
十
六
日
(
金)

大
井
町
立
中
央
公
民
館
ホ
l
ル

〔内容〕
・
優
良
公
民
館
表
彰

秦
野
市
立
本
町
公
民
館

・
職
員
等
功
績
表
彰
[
敬
称
略]

遠
藤

誠
(
相
模
原
市
立
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー)

-
永
年
勤
続
表
彰

川
崎

昭
久
(
相
模
原
市
立
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー)

出
口

義
昭
(
横
須
賀
市
下
北
浦

公
民
館)

・
事
例
発
表
「
観
て、

聴
い
て
調
査
し

た
私
た
ち
の
公
民
館」
j
公
民
館
・

自
治
会
館
を
活
用
し
た
生
涯
学
習

の
現
状
と
課
題
j
(
大
井
町
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員

鈴
木
幸
康
氏)

・
講
演
「
い
ま、

子
ど
も
た
ち
は
:・」

1
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と、

し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
j

(
水
谷

修
氏)

1仕
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編

集

言己

後

団
塊
の
世
代
が
一
斉
に
定
年
を
迎
え

る
二
O
O
七
年
が
と
う
と
う
や
っ
て
来

土品
1し
れ~。

二
O
O
七
年
問
題
と
い
わ
れ、

金
融

機
関
等
企
業
の
根
幹
業
務
を
支
え
る
メ

イ
ン
フ
レ
l
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
保

守
に
携
わ
る
人
が
い
な
く
な
る
と
か、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
づ
ら
い
現
場
技
術
の

継
承
に
困
難
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か

等
危
機
感
が
持
た
れ
て
い
ま
す。

こ
れ
に
対
し、

雇
用
期
間
の
延
長
・

再
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
企
業
も
増、
ぇ、

希
望
者
も
多
い
と
聞
き
ま
す。

こ
の
よ
う
に、

す
べ
て
の
人
が
リ
タ

イ
ア
を
す
る
わ
け
で
は
な
く、

様
々
な

選
択
肢、

多
様
な
生
き
方
が
問
わ
れ
て

き
ま
す。

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
立
場
と
し

て
は、

長
年
の
職
業
経
験
で
培
っ
た
高

度
な
知
識
や
技
術
を
広
く
地
域
社
会
に

生
か
し
て
も
ら
お
う
と、
い
ま
ま
で
も

様
々
な
方
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た。

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば、

五

O
%
以
上
の
人
が
定
年
後
地
域
貢
献
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
あ
り
ま
す。

実
際
ど
の
く
ら
い
の
人
た
ち
が
地
域
デ

ビ
ュ
ー
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か。

今
後、

高
い
問
題
意
識
を
持
っ
た
市

民
活
動
グ
ル
ー
プ
が、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
則
り、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
し
て
活
動
を
広

げ、

地
域
の
活
性
化
へ
大
き
な
う
ね
り

を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す。


